
 

 

あっという間に２月。 

二十四節気で言うと立春。まだまだ素直に春とはいかない寒さが 

続いています、団地の途中にある紅梅が咲いているのを発見。 

自然は着実に進んでいることに気づき、丸くなってる背中を思わず 

伸ばしました。 

まだまだコロナもインフルエンザも気を抜けませんが、私たちも 

一歩踏み出しましょう。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

    

 

 

         

                    

 

 

一支部一要求   

安佐北区役所より回答がありました。 

広島県史跡 恵下山遺跡群の保存・管理をして欲しい。 

・竪穴式住居の改修 

回答 補修のための資材や専門の技術者の確保が困難。地元の方々の

理解を得た上で解体・撤去と共に遺構の保護をしていくことと

します。今後は意向を確実に保存・管理するとともに現地に復

元住宅が存在していたことを示す説明版などを設置するなど、

県史跡恵下山・山手遺跡群の周知を図っていきたいと考えてい

ます。      

・遺跡周辺の草木の管理 

回答 安佐北区維持管理課と連携を図りながら適切な維持管理に努め

ていきます。 

今回の要求については、広島医療生協落合支部だけでなく、 

恵下山守り隊、落合郷土史研究会からの賛同も頂きました。 

私たちもこれから経過を見守っていきたいと考えています。 
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感染症を吹き飛ばせ 

人の動きも増え、コロナだけでなく、インフルエンザ

の患者数も増えています。気を抜かずマスク、感染対策

するとともに、免疫力をアップしていきましょう。①適

度な活動と休養②体温める③ストレスを減らす④腸内環

境を整える。等ありますが、決まった時間に起きて食事

を摂り、しっかり体を動かすことが基本です。 

寒いけど、早起き、ラジオ体操ですかね。 

 

 

 

 

 

「２０２４年、二月に思うこと」  （Ｔ・Ｙ） 

 

 穏やかな年明けを迎えた日に、能登地方を襲った大き

な地震と津波、続く羽田空港で起こった衝撃の事故。 

わずか半月足らずで私達の心に波乱の一年を連れてき

たように思えます。 

 そんな今年も、早や一か月が過ぎました。 

毎年、年度の終わりが近づくと話題に上がることのひと

つに各団体の新旧役員改選があります。お子様がおられ

る家庭では PTA や子ども会、もっと身近なところでは

町内会があります。 

かつて高陽団地は若さ溢れる活気的な地域でしたが最

近は高齢化が進み町内会の役員も候補者（なり手）が少

なくなっています。コロナの影響も多々あるでしょうが

行事を減したり、参加者(役員を含む)の体調を優先する

など工夫をして、すこしでも動ける人にお手伝いをして

頂きたいという町内会がたくさんあります。 

ありきたりかもしれませんが「ひとりがみんなのため

に みんながひとりのために」という言葉を、今もうい

ちど思い出してみませんか。 

大きな災害がないところでも、助け合う力を必要とし

ている人は、すぐ側におられるかもしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


